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岐阜県農政部農産園芸課 作成

富有柿の由来

１ 居倉御所

西暦１８２０年（文政３年）頃、当時５０代半ばだった小倉ノブが御所柿を家屋に近い

場所に植えた。

御所柿が植えられた地域は、美濃国大野郡居倉村（現在の瑞穂市居倉）とされる。村に

は元伊勢のひとつに数えられる伊久良河宮跡である天神神社があり由緒は神代にまで遡ら

れ、地名の由来にもなっていると思われる。

この神社、もしくは地名にちなみ、植えられた御所柿はいつしか「居倉御所」と呼ばれ

るようになった。

御所柿とは甘柿の品種のひとつで奈良県御所市が原産とされる。ただし、大きな甘柿の

総称として「御所柿」の呼び名が使われ、代表的な品種に晩御所（岐阜）、天神御所（岐

阜）、次郎（静岡）、花御所（鳥取）、そして、この居倉御所（岐阜）、後の富有がある。

１８５７年（安政４年）、小倉ノブの孫に当たる小倉長蔵が居倉御所の栽培を開始した。

１８５３年（嘉永５年）、アメリカ合衆国海軍ペリー提督が浦賀に来航、翌年１８５７

年（安政４年）には日米修好通商条約が締結された。時代は維新前夜、幕末の風雲が立ち

こめる時勢であった。

２ 福嶌才治

大政奉還の２年前、西暦１８６５年（慶長元年）、美濃国大野郡居倉村２番地所に骨董

商を営む父・福島青柴と母・阿さのの一子として福嶌才治は生まれた。

幼少の頃、明治維新の風を受けて育った才治は才知にあふれ、文化を理解する意欲的な

青年に育った。

１８８２年（明治１５年）、１７才の才治は医師を志し、岐阜病院の実習生となった。

しかし、健康を害し、医師の道を断念。もとより、志しが高い青年であっただけに、無為

に時を過ごすことは苦痛にほかならなかっただろう。

そのような折りの１８８４年（明治１７年）、才治は小倉長蔵が所有する御所柿の枝で

初めて接ぎ木を試みている。この時期には一般に柿栽培は普及していたが、小倉家の居倉

御所は特に優れた柿として話題になっていたと言われる。

才治が２２才となった、１８８７年（明治２０年）、家督を継いだ後、持ち前の探求心

で柿栽培の研究を開始。１８９２年（明治２５年）、この時代に頻繁に行われていた品評

会に出品。見事、１等に入選した。

前述のとおり、才治の父親は骨董商を営んでおり、家督を継ぐ時に家業として引き継が

れている。農地はなく、宅地の敷地内で柿を栽培していた。

１８９５年（明治２８年）、３０才となった才治は不破郡長松村富田貫誠の二女みさを

と結婚。その後三男三女の父となる。

書や俳諧に優れ、山高帽を被り白足袋姿で人力車で往来するなど、才治はこの地域の中

では特異な文化人的存在であったと言われている。



- 2 -

３ 「富有四海」

日清戦争（１８９４～１８９５年）の勝利に沸き立った直後の１８９８年（明治３１年）、

岐阜県主催の品評会が開催された。

才治はこれに出品するに際して、以前より考えていたことを実行に移している。

それは、同じ特性の品種と見て取れるにもかかわらず、「居倉御所」や「水御所」、「ゴ

ネリ御所」など各地で異なっていた柿の名称を統一しようとするものであった。

「福寿」「富有」の２案を持って、当時親交のあった川崎尋常小学校校長、久世亀吉に

意見を求めた。※注１

久世は「富有」の採用を薦め、古典「礼記」の一節を説いた。

すなわち、「子曰、舜其大孝也興、徳為聖人、尊為天子、富有四海、宗廟饗之、子孫保

之伝伝」※注２であり、素質が備わっているものには自然に全国に広まる天の助けがある

と解説した。

才治は「富有」と命名し、この年の品評会に出品。見事、１等に入選している。

※注１ この他、興津園芸試験場長の恩田技師の吟味を得たとする説もある

※注２ 意訳：舜はまことに偉大なる孝の徳を修めたる人である。さればその徳といえば、仰がぬ人のない聖人であり、

その尊さはもっとも貴い天使の位についてあまねく天下を治めた。また、その死後は宗廟に手厚くまつられ子孫

が代々そのまつりをついで行った。

御身の輝かしい善徳は人民から慕われ、誉められ、さいわいを天から受けなさる。

翌１８９９年（明治３２年）、岐阜県農会主催の第１回蔬菜果実品評会に出品し１等に

入選。これを当時の岐阜県知事（野村政明）に認められ、県の柿における奨励品種となっ

た。

４ 献上の栄え

１９０３年（明治３６年）、岐阜県農会第２回蔬菜果実品評会が開催された。

審査委員長として農商務省農事試験場長である恩田鉄弥が審査に当たった。これを遡る

こと６年前の１８９７年（明治３０年）、皇太子（後の大正天皇）が岐阜県に行啓の折、「天

神御所」が献上されている。恩田も当初はこの天神御所に期待して来県していたが、富有

柿の出品の多さに驚いたという。

出品点数１，１０６にもおよぶ農産物の審査の最中であったが、急遽、恩田は試験場に

戻ることを余儀なくされた。理由は宮内大臣と農商務大臣が揃って園芸試験場に来場され

るためというものであった。

このとき、審査員であった田中栄助（岐阜市）が機転を利かせ、各部門で一等になった

農産物を両大臣の試食用として園芸試験場に急送した。

送られた農産物は富有柿、蜂屋柿、梨、島大根、守口大根、飛騨ねぎであった。

事は成功し、結果、両大臣から富有柿と飛騨ねぎ（味噌焼き）が賞賛された。特に富有

柿については後日、天皇に献上するよう大臣から県知事に対して連絡された。

そして明くる１９０４年（明治３７年）、富有柿１籠が初めて天皇家に献上されている。
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その後、富有柿の献上の栄えとしては、１９１１年（明治４４年）に馬渕久雄によって

明治天皇が福岡県行幸の折、道中で献上しているほか、１９２８年（昭和３年）には昭和

天皇即位に伴う大嘗祭において松尾松太郎（後述）から献上されている。

５ その後

それまで、柿の木は家宅の近くに数本程度植栽されることが多かったが、１９０７年（明

治４０年）、現在の本巣市郡府に住む松尾勝次郎が才治から２０本の苗木を買い受けて１

カ所にまとめて植栽。

翌１９０８年（明治４１年）には同じく現在の本巣市郡府に住む松尾松太郎が才治から

５０本の苗木を買い受けて植栽を開始した。

以降、郡府一帯の農家では在来種からの切り替えにより、いち早く富有柿の産地化に成

功している。

後に、松尾松太郎が昭和天皇即位に伴う大嘗祭で富有柿を献上していることは前述のと

おりである。

富有の名声が高まるにつれて、全国的に関心が高まり、明治の末期から大正年間に掛け、

南は九州、北は東北・朝鮮まで穂木の注文が殺到した。

才治は農地を持たなかったため、自宅の敷地内で苗木を生産するとともに、富有の宣伝

・普及に努めた。小倉長蔵の子、小倉初衛も原木を引き継ぎ、穂木の領布を行った。

１９１９年（大正８年）、福嶌才治は病のため逝去した。享年５５才。

富有柿の原木は１９２９年（昭和４年）、所有者である小倉初衛の家屋新築のため、３

月に移植されたが、その夏、ついに芽が出ずに枯死した。※注３

現在は「富有柿発祥の地」の碑とともに、母木が現存するのみとなっている。

※注３ 翌年、根元から芽吹いたとする説もある。

出典：『富有柿とその原木』小倉淳一編

『富有かきの由来』第１８回全国かき研究大会岐阜県実行委員会編

『富有柿の由来』岐阜県本巣郡巣南町（現・瑞穂市）作成


